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Ⅰ．特発性大腿骨頭壊死症の関連要因に関する系統的 

レビュー 

1. 研究目的 

 新たな多施設共同症例・対照研究の実施に向けて、検討す

べき関連要因を明確化するため、過去の論文の系統的レビュ

ーを行った。 

 

2. 研究方法 

 2007年6 月 29 日時点で PubMed に登録されていた論文から

検索を行った。Keywordは、[osteonecrosis AND femoral head AND 

(epidemiology OR risk OR characteristic)] とし、Englishで制限した。期

間の制限は行わなかった。検索された論文のうち、Title および

Abstractから考慮すべきものを選定した。 

 今回は、１）総ての ION、あるいは非ステロイド性 ION の関連

要因を検討したもの：51 編、２）ステロイド性 ION に限定して関

連要因を検討したもの：35編、をレビューの対象とした。 

（倫理面への配慮）既存の文献に基づく検討のため、特に必要

ない。 

 

3. 研究結果及び考察 

１）総ての ION、あるいは非ステロイド性 ION の関連要因を検討

したもの（51編） 

 環境要因として、飲酒、喫煙、職業上のエネルギー消費量あ

るいは活動強度について、ION 発生と正の関連が報告されて

いた。肝疾患の既往については正の関連、肥満については負

の関連を示唆するものが散見された。バイオマーカーでは、

ION患者でapolipoprotein B/A1比が高値の者が多いという報告

や、高脂血症、抗リン脂質抗体症候群、HIV抗体陽性とIONの

関連を示唆する報告があった。遺伝子では、PON1、HIF1α、

eNOS、factor V Leiden、Prothrombin 20210Aの多型との関連が散

見された。症例報告では、慢性気管支炎に対し長期にわたりス

テロイド吸入を行っていた患者に合併した大腿骨頭壊死症が1

例報告されていた。 

２）ステロイド性IONに限定して関連要因を検討したもの（38編） 

 報告の多くは、膠原病（SLE など）や腎移植患者を対象として

いた。臨床情報として、ステロイド剤の投与量・投与法に着目し

た研究が多く、1 日投与量、累積投与量、パルス療法有りにつ

いて正の関連が報告されていた。遺伝子関連では、ABCB1 及

び apolipoprotein B の多型との関連が示唆されていた。また、ス

テロイドにスタチンを併用投与することにより ION の発生が低下

することを示唆する報告もあった。症例報告のうち、慢性の顔面

湿疹に関する論文では、2 年 10 ヵ月の長期にわたり局所ステ

ロイドを使用した患者に大腿骨頭壊死が発生していた。 

 

4. 評価 

1）達成度について 

 新たな症例・対照研究の実施に向けて、検討すべき関連要

因の概要を把握することができた。従って、目標は達成できた。 

 

2）研究結果の学術的・国際的・社会的意義について 

 本検討は、系統的な手順に沿って過去の知見を評価したも

のである。検討すべき関連要因と判断された変数は、同時に、

交絡要因として考慮すべき変数でもある。従って、今回の検討

結果は、新たな疫学研究計画の学術的な質を高めるために必

須の情報である。 

 また、レビュー結果単独としても、過去の知見を網羅的に記

述した資料として意義深いと考えられる。 

 

3）今後の展望について 

 検討すべき関連要因を網羅した、疫学情報・臨床情報の収

集フォームを作成し、多施設共同症例・対照研究の計画立案

を進める。 

 

4）研究内容の効率性について 

 今回のレビューは最近の知見も反映しているため、新たな研

究計画の基盤として効率性が高い結果である。 

 

5. 結論 

 新たな多施設共同症例・対照研究の実施に向けて、検討す

べき要因を明確化するため、過去の論文の系統的レビューを

行った。2年間にわたるレビューにより、関連要因の概要を把握

することができた。これらの結果に基づき、研究計画の立案お



よび疫学情報・臨床情報の収集フォームの作成を進める。 

 

Ⅱ．特発性大腿骨頭壊死症の発生関連要因に関する多施設

共同症例・対照研究（計画） 

1. 研究目的 

 わが国における ION の発生要因は、本研究班が過去 3 回に

わたり実施してきた多施設共同症例・対照研究により、系統的

に解明されてきた。一方、ION 症例のうち、ステロイド全身投与

歴およびアルコール多飲歴の両者を有しない、いわゆる「狭義

の ION」と考えられる症例は 10%程度存在する。しかし、現状で

は、ステロイド・アルコール以外の要因の影響について十分な

論拠が蓄積されていない。 

 今回、ステロイド・アルコール以外の要因も含めて幅広く調査

することを目的とし、新たな多施設共同症例・対照研究の計画

を立案する。 

 

2. 研究方法 

 研究班として過去に実施してきた多施設共同症例・対照研究

の手法を踏襲した上で、Ⅰで既述の系統的レビューにより情報

収集すべきと判断した要因を網羅すべく、研究計画を作成した。 

（倫理面への配慮）現時点では計画段階のため、特に必要な

い。 

 

3. 研究結果及び考察 

 研究計画（案）の概要を示す。 

 研究参加施設：本研究班の班員が所属し、本研究へ

の参加に同意した施設。 

 症例： 参加施設の整形外科を初診した患者で、本研

究班の診断基準により、初めて ION と確定診断された

20～74 歳の日本人。他院で確定診断後に紹介受診し

た患者の場合は、確定診断が紹介受診前 1 ヵ月以内

の者。 

 対照：病院対照のみとし、症例・対照比は 1：2 とする。

症例の初診日以降、同一施設を受診した日本人患者

のうち、各症例に対し、性、年齢（5 歳階級）が対応する

2 例を選出する。1 例は整形外科の患者から、もう 1 例

は他科（総合診療科、内科など）の患者から選出。 

 登録数：1 施設あたり年間 2 セット（2 症例・4 対照）を、

前向きに継続して登録。 

 情報収集 

① 生活習慣・既往歴：系統的レビュー結果に基づき、

過去に報告されている関連要因を網羅した自

記式質問票により収集 

② 食習慣：すでに妥当性が検証されている、佐々木

らの「自記式食事歴法質問票（DHQ）」により収

集 

③ 臨床情報：初診時の血液検査所見 

④ 保存用血清・血漿中のバイオマーカー 

 

4. 評価 

1）達成度について 

 新たな症例・対照研究の実施にむけて研究計画を立案しえ

た。従って、目標は達成できた。 

 

2）研究結果の学術的・国際的・社会的意義について 

 今回計画している研究により、いわゆる「狭義の ION」に関す

る要因解明の一端に資すると期待される。また、ION 発生のメ

カニズムとしては、ステロイド投与に伴う酸化ストレスや脂質代

謝異常の他、凝固能異常の関与が示唆されている。従って、

抗酸化物質、脂質、ビタミン K 等、食習慣の観点からも検証す

べき仮説は多い。しかし過去の文献の系統的レビューでは、

ION と食習慣の関連についての報告はないため、国際的にも

新たな知見を得ることができる。 

 

3）今後の展望について 

 平成 20 年 10 月 4 日に開催された班会議では、①対照を他

科患者から登録する際に生じうる困難性への対処法、②血清・

血漿採取に関する必要性・測定項目の明確化、等について班

員より意見が出された。今後、指摘された点を含め、より実行可

能性の高い研究計画の立案に向けて改訂を行う。今年度内に

計画を完成し、次年度は各参加施設での倫理審査申請およ

び登録開始を目指す。 

 

4）研究内容の効率性について 

 Ⅰで既述の系統的レビュー結果を踏まえ、過去に報告されて

いる関連要因を網羅した情報収集を計画していることから、効

率的かつ妥当な研究計画を立案できていると考える。 

 

5. 結論 

 ステロイド・アルコール以外の要因も含め、ION の関連要因を

幅広く調査することを目的とし、新たな多施設共同症例・対照

研究を計画した。今後、より実行可能性の高い研究計画の立

案に向けて改訂を行い、次年度の登録開始を目指す。 

 



Ⅲ．特発性大腿骨頭壊死症の発生要因 

－ 多施設共同症例・対照研究 － 

1. 研究目的 

 多施設共同症例・対照研究の手法により、ION の発生要因を

明らかにする。今回の主たる目的は、「ステロイド非投与に対す

る投与のリスク」を算出することである。 

 

2. 研究方法 

 定点モニタリングシステムに登録された ION の新患患者のう

ち、2002 年 1 月以降に初診し、過去 1 年以内に初めて ION と

確定診断された者を症例とした。対照は、同一機関整形外科

を受診した患者のうち、性および年齢を対応させた他疾患患

者5例までとした。 

（倫理面への配慮）「疫学研究に関する倫理指針」に則り、参加

拒否を可能とする必要があるため、意思表示を示す返信用ハ

ガキを同封するとともに、拒否の場合でも一切不利益はないこ

とを明示した。なお、本研究は、大阪市立大学大学院医学研

究科倫理委員会の承認を得た。 

 

3. 研究結果及び考察 

 欠損情報の補完を終えた後、症例 73 例、対照 250 例を解析

対象とした多変量解析を行った。その結果、ステロイド全身投

与歴を有する者のORは31.2 (95%CI: 7.93-122.7)と著明な上昇を

認めた。また、肝障害の既往で、OR=4.03 (95%CI: 1.10-14.8)と有

意なリスクの上昇を認めた。 

 本研究の結果、ステロイド非投与に対する投与のインパクトが

初めて推定された。また、肝障害の既往が ION のリスクファクタ

ーであることが示唆された。 

 

4. 評価 

1）達成度について 

 欠損情報の補完を終えたデータにて最終解析を行い、本研

究の主たる目的である「ステロイド非投与に対する投与のリスク」

を推定しえた。従って、目標は達成できた。 

 

2）研究成果の学術的・国際的・社会的意義について 

 本研究は、疫学原理に則った質の高いデザインで実施され

ている。また、SLE 患者あるいは腎移植患者などを対象にステ

ロイドの投与法・投与量を検討した結果は数多く存在するが、

「ステロイド非投与に対する投与のインパクト」を明らかにした研

究は国際的にも初めてである。従って、本研究結果は、学術的

に十分な価値を有するものである。 

 

3）今後の展望について 

 喫煙、飲酒などの要因毎に、カテゴリー分けや調整因子を検

討し、更に詳細な解析を進める。 

 

4）研究内容の効率性について 

 本研究班で運営している定点モニタリングシステムに登録さ

れた ION 新患患者を症例としていること、また、対照も同一機

関の整形外科から登録していることから、非常に高い効率で研

究を実施できた。 

 

5. 結論 

 ステロイド投与・非投与にかかわらず、すべての ION を対象と

した症例・対照研究において、「ステロイド非投与に対する投与

のインパクト」が初めて推定された。また、肝障害の既往が ION

のリスクファクターであることが示唆された。 

 

Ⅳ．定点モニタリングシステムによる特発性大腿骨頭壊死症

の記述疫学 ―  平成17年～19年の集計結果  ― 

1. 研究目的 

 定点モニタリングシステムに登録された新患・手術データベー

スをもとに、IONの基本特性を明らかにする。 

 

2. 研究方法 

 平成17年1月1日～平成19年12月31日に報告された症

例（新患：614人1,004関節、手術：488人511関節）について集

計を行い、臨床疫学特性を検討した。 

（倫理面への配慮） 本システムの運営については、参加施設

からの情報を取りまとめる大阪市立大学大学院大医学研究科

において、倫理委員会の承認を得た。 

 

3. 研究結果及び考察 

1）男女比は約 6:4 であった。誘因は、「ステロイド全身投与歴あ

り」が 48～55%と最多であり、「アルコール多飲歴あり」が 28～35%

であった。「両方あり」を含めると、ステロイド関連IONは53～59%

であった。確定診断時年齢は30～50 代の割合が多く、30 代に

ピークを認めた。ステロイド全身投与の対象疾患は SLE が最多

であった。確定診断時の病型は Type C-2 が最も多く、病期は

Stage 2～3Bの割合が多かった。 

2）男性の割合は 54～69%であり、誘因の分布は新患と同様であ

った。手術施行時の年齢分布は、30～50 代の割合が多く、40

～50代にピークを認めた。術直前の病型はType C-2が約80%



を占め、病期はStage 3A～4の割合が多かった。術式の内訳は、

骨切り術が 25～29%、人工骨頭・人工関節置換術は約 60%であ

った。 

 以上の特性は、おおむね過去の集計結果あるいは 2005 年

に実施の全国疫学調査結果と似通っていた。 

 

4. 評価 

1）達成度について 

 定点モニタリングシステムに蓄積されたデ－タの集計を経年

的に継続できた。従って、目標は達成できた。 

 

2）研究成果の学術的・国際的・社会的意義について 

 定点モニタリングシステムは1997年に開始され、すでに10年

以上継続しているプロジェクトである。難病患者を対象としたデ

ータベースで、長期間継続できているシステムは大変貴重であ

り、学術的・社会的意義は大きいと考えられる。 

 

3）今後の展望について 

 今後も本システムを継続し、臨床疫学特性を経年的に把握

する。 

 

4）研究内容の効率性について 

 本システムの最大の長所は、全国調査のような多大な労力を

要することなく、ION の臨床疫学特性を継続的に調査可能なと

ころにある。また、ION 定点モニタリングシステムにより収集した

情報は、全国疫学調査における報告新患症例の情報の約 40%

をカバーしていると考えられており、その効率の良さは過去の

報告書に詳述の通りである。 

 

5. 結論 

 ION 定点モニタリングシステムに平成 17 年～19 年にかけて

報告された新患・手術症例について、臨床疫学特性を検討し

た。その結果は、おおむね過去の集計結果あるいは2005年に

実施の全国疫学調査結果と似通っていた。今後も本システム

を継続し、臨床疫学特性を経年的に把握する。 

 

Ⅴ．定点モニタリングシステムによる特発性大腿骨頭壊死症

の記述疫学 ―  新患患者についての10年間の集計  ― 

1. 研究目的 

 ION 定点モニタリングシステムは、2008 年 9 月 30 日現在、新

患 2,237 症例、手術 1,658 症例の情報を蓄積した大規模デー

タベースとなっている。本システムのデータを活用し、新患症例

の情報について 10 年間の集計を行うとともに、5 年毎の経年

変化を検討する。 

 

2. 研究方法 

 2008年9月30日現在、データベースに蓄積された新患症例

のうち、1,754 人を解析対象とした。経年変化は前半 5 年間

（1997～2001 年）と後半 5 年間（2002～2006 年）で評価した。ま

た、総ての施設からの報告症例を対象とした検討に加え、シス

テム開始時からほぼ一貫して参加している施設からの報告症

例に限定した集計も行った。 

（倫理面への配慮）本システムの運営およびそのデータの活用

については、参加施設からの情報を取りまとめる大阪市立大学

大学院大医学研究科において、倫理委員会の承認を得た。 

 

3. 研究結果及び考察 

 男性の割合は約 60％であった。確定診断時年齢は、10 年間

全体でみると 30～40 代にピークを認めた。男性ではほぼ同様

の分布であったが、女性では 20～50 代にかけて幅広いピーク

を認めた。ステロイド全身投与の対象疾患はSLE が 23％と最も

多かった。以上の特性については経年変化を認めず、システ

ム開始時から参加している施設に限定した集計でも変わらなか

った。 

 誘因についてみると、10 年間全体ではステロイド全身投与歴

あり（ステロイド性）：50％、アルコール多飲歴あり（アルコール

性）：34％、両方あり：5％、両方なし：11％であった。前半 5 年間

と比較すると、後半 5 年間ではアルコール性の割合が増加す

るとともに、「両方なし」の割合が減少していた。このような傾向

は女性でより顕著であり（P=0.013）、システム開始時から参加し

ている施設に限定した集計でも認められた。なお、本検討は記

述疫学であるため、誘因の分布に関する経年変化について、

「アルコール性 ION が女性で増加している」と直ちに解釈でき

るものではない。今後も本システムを継続し、評価してゆくことが

肝要である。 

 

4. 評価 

1）達成度について 

 システム開始以降に蓄積された新患データについて、10 年

間のまとめを行うことができた。従って、目標は達成できた。 

 

2）研究成果の学術的・国際的・社会的意義について 

 今回の検討により、稀な疾患であっても、データベース構築シ

ステムを継続することにより、基本特性の把握のみならず経年



変化の検討も可能と考えられた。 

 また、定点モニタリングシステムは 1997 年に開始され、すでに

10 年以上継続しているプロジェクトである。難病患者を対象とし

たこのような大規模データベースは、国内はもちろん、海外でも

類をみない。また、IONの記述疫学に関する知見は国際的にも

少ないため、十分な学術的意義がある。 

 

3）今後の展望について 

 次年度は、手術症例の基本特性について 10 年間のまとめを

行うとともに、経年変化を検討する。 

 

4）研究内容の効率性について 

 本システムの最大の長所は、全国調査のような多大な労力を

要することなく、ION の臨床疫学特性を継続的に調査可能なと

ころにある。また、ION 定点モニタリングシステムにより収集した

情報は、全国疫学調査における報告新患症例の情報の約 40%

をカバーしていると考えられており、その効率の良さは過去の

報告書に詳述の通りである。 

 

5. 結論 

 ION 定点モニタリングシステムに蓄積された新患症例のデー

タに基づき、10 年間の集計を行うとともに経年変化を検討した。

性、確定診断時年齢、ステロイド全身投与の対象疾患につい

ては、前半5年間と後半5年間で統計学的に有意な変化を認

めなかった。誘因の分布について認められた経年変化につい

ては、今後も本システムを継続し、評価してゆくことが肝要であ

る。 
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  臓器移植術の普及に伴って晩期合併症の一つである大腿骨頭壊死症の発症が増加している。しかし大

腿骨頭壊死症が発症すると股関節機能が破壊され、日常生活動作（ADL）の著明な障害だけでなく、生活の

質（QOL）も著しく障害されることになる。以前より腎移植や骨髄移植などでも約10-20％が骨頭壊死を発生す

ることを明らかにしてきた。すなわちステロイドの大量投与が危険因子であることを解明した。この成果に基づ

いて臓器移植後に、プロトコールを変更して、少ないステロイド投与を行えば大腿骨頭壊死発症の発症を低

減できる可能性があることが判明した。 

大腿骨頭壊死症の病態についてはいまだ明らかではないが、凝固・線溶系、脂質代謝の異常の関与が報告

されている。移植患者が多い腎臓、肝臓、骨髄移植患者に対する骨頭壊死危険因子を同定し、その予防法・

治療法を確立する必要がある。臓器移植グループでは臓器移植により発生する骨頭壊死の病態解析を進め

るために臓器移植後の骨頭壊死症の研究をおこなった。腎移植、肝移植、骨髄移植の大腿骨頭壊死症を検

討するための患者登録プロトコールを作成して予備調査した。腎移植における骨頭壊死発生の危険因子は

同定できほぼ計画通りの目標を達成できた。肝移植はさらに症例を蓄積しても骨頭壊死発生は見られなかっ

た。骨髄移植では臍帯血移植、幹細胞輸血などなどの治療法が変更と治療プロトコールが変更され、骨頭壊

死症の発症例が減少したために症例登録が困難であった。 

腎移植の20年間の大腿骨頭壊死症の研究ではステロイドの使用量は年度ごとに減少し、最近の腎移植後の

プロトコールでは新規の大腿骨頭壊死症の発症がないこともわかった。大腿骨頭壊死症と鑑別すべき疾患で

ある肝移植術後の大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折が報告された。 

臓器移植後の大腿骨頭壊死症の病態を解明するために症例の収集を今後も積極的に行う必要がある。 

 

1. 腎移植後大腿骨頭壊死 

 京都府立医科大学（後藤･他）から腎移植後大腿骨

頭壊死症発生率の最近 20 年間の動向の検討がなさ

れた。本研究では 1988 年から 2007 年の 20 年間の

ION 発生率およびステロイド投与量を調査した。ION

発生率は低下しており、ステロイド投与量も減少して

いた。また、最近使用されているステロイド投与プロト

コールの症例では発生例はなかった。ステロイド投

与量の減少が発生率の低下に反映された可能性が

あると考えている。研究対象は 1988 年 1 月から 2007

年12 月までに京都府立医大付属病院移植外科で腎

移植を施行された 424 例のうち、追跡可能であった

297例（追跡率70.0%）である。男性が189例で女性が

98 例、移植時年齢は 4～65（平均 37.3）歳であった。

ION 発生の有無は MRI で判断した。ION 発生率およ

び術後8週間のステロイド投与量を調査した。発生率

と投与量を5年毎の4期間に区切って調査した。また、

現在までに使用されたステロイド投与プロトコールは

4 種類であり、プロトコール別の発生率および術後 8

週間の投与量も調査した。 

調査結果 1988 年から 5 年毎の発生率は 36.4%、

16.7%、15.3%、5.1%で最近 5 年間での減少が著明で

あった（図1）。それぞれの期間における 1 例あたりの

術後 8 週間の投与量は 1747.3mg、1542.3mg、

1376.3mg、1039.7mg であった（図 2）。プロトコールの

変更とともに投与量は減少しており、現在までに使用

された 4 つのプロトコールを large、middle、small、

very small とした。プロトコール別の発生率は 31.3%、

15.8%、9.6%、0%で、very small での発生例はなかった。

プロトコール別の 1 例あたりの投与量は 1800.4mg、

1380.1mg、1178.7mg、891.8mg であった。 
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2. 肝移植後の骨頭壊死 

 大腿骨頭壊死症と鑑別すべき疾患である肝移植

術後の大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折を九州大学（岩

崎･他）らが報告した。 

症例は53歳女性で、肝移植後7週から右股関節部

痛のため歩行困難となった。股関節単純X線にて骨

頭上外側に軽度の圧潰像を認めた。MRIT1強調画

像にて、骨頭軟骨下に途絶・蛇行した中枢凸のバン

ド像を認めた。また造影MRIにてバンドとその中枢部

に造影効果を認めた。以上より大腿骨頭軟骨下脆弱

性骨折(SIF)と考え、保存的加療を行った。現在は症

状消失し骨頭の圧潰進行も認めていない。 

肝移植後の骨折の発生頻度は、移植から1年以内

が30%、8年以内が46％と報告している。慢性肝障害

と肝移植後の大量ステロイド投与による骨脆弱性の

ため、骨折の頻度は高い。SIFについては報告例が

少なく、発生頻度は明らかではない。一方で、肝移

植後の大腿骨頭壊死症の発生頻度は2～8%と報告さ

れている。わが国では明らかな骨頭壊死は報告され

ていない。 

肝移植後患者においては、慢性肝障害と移植後

の大量ステロイド投与による骨脆弱性があり、肝移植

後の股関節痛については大腿骨頭壊死症に加えて

SIF も考慮すべきである。両者の鑑別には MRI T1 に

おけるバンド像の形状と、造影 MRI での造影効果の

有無が有用である。すなわち、大腿骨頭壊死ではバ

ンド像は末梢凸で滑らかであるが、SIFでは中枢凸で

途絶や蛇行を認める。また大腿骨頭壊死ではバンド

の中枢に造影効果を認めないが、SIF ではバンドの

中枢に造影効果を認める。 

 

3. 考察 

 腎移植後骨頭壊死症の検討では、5 年毎およびプ

ロトコール別での ION 発生率は低下しており、ステロ

イド投与量も減少している。併用免疫抑制剤や症例

の背景因子を含めた多変量解析が必要であるが、ス

テロイド投与量の減少が発生率の低下に反映された

可能性があると考えている。 

  

4. 結論 

 臓器移植後の骨頭壊死の頻度とステロイド投与量

を検討した。腎移植における ION 発生率、ステロイド

投与量の長期調査で、発生率は減少した。とくに

very small の症例では発生例がなかった。肝移植後

および骨髄移植後のION症例が少なく、危険因子の

同定はできなかった。 

 

5. 評価 

1)達成度について 

腎移植における骨壊死発生の危険因子は同定で

き、計画通りの目標を達成できた。肝移植はさらに症

例を蓄積しても骨壊死発生はみられなかった。骨髄

移植は臍帯血移植、幹細胞輸血など治療体系が変

化したため、症例収集ができなかった。改めて症例

の収集を予定している。 

 

2)研究成果の学術的・国際・的社会的意義について

わが国でも臓器移植の発展により腎臓、肝臓、心 

臓や骨髄の同種移植方法が確立されつつある。症

例が増加するにつれて晩期合併症の一つである骨

頭壊死が問題となっている。大腿骨頭に壊死が起こ

ると多くは骨頭の破壊につながり、股関節機能が高

度となる。その発生頻度は 10-20％にも及ぶ。臓器

移植で元の臓器の機能が改善しても、股関節の障害

によって移動能力は著しく障害され QOL の低下も著

明となる。研究班では臓器移植をおこなっている泌

(図 2) 5 年毎のステロイド投与量 

(図 1) 5 年毎の ION 発生率 

 

 



尿器科、移植外科、肝臓外科、心臓外科、血液内科

などと長期間連携して骨頭壊死の病態解明・危険因

子の同定と骨頭壊死発生に対する予防方法を提言

してきた。日本のみならず全世界へ向けて情報を発

信できている。 

 

3)今後の展望について 

 腎移植で示されたように過去20 年間の治療成績は

確実な改善が見られる。ステロイド投与量の低下とと

もに骨頭壊死の頻度が有意に低下した。移植患者に

対する大腿骨頭壊死の危険因子を同定し、その予防

法・治療法を確立することで移植患者のさらなる ADL、

QOL の向上をはかることが可能である。臓器移植の

病因病態を研究するために腎臓、肝臓、骨髄の臓器

移植にともなう骨壊死の発生頻度、危険因子の同定

を継続して行う予定である。また臓器移植に対する

保存療法、手術療法の治療成績、問題点についても

検討する。ステロイド性大腿骨頭壊死症の遺伝的多

型解析から今後の展望 ION の発生をステロイド投

与前から予測するためには、今後もさらに ION 発生

と関連のある遺伝子多型を明らかにしていく必要が

ある。肝移植が腎移植や骨髄移植との骨壊死発生頻

度の差があるのかは不明である。この観点に注目し

たほかの臓器移植と比較して調査研究が病態解明

に有用と考えている。 

 


